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穏やかな好天の朝を迎え、平成２９年が始まりました。あけましておめでとう

ございます。お正月はいかがお過ごしだったでしょうか？ ご家族でゆっくりと

過ごされたことでしょう。子ども達にとっての冬休みはクリスマスやお正月もあ

り、楽しみいっぱいの１８日間だったのではないかと思います。 

 

 

さて、新しい年がはじまりましたが、同時に今年度も残り３ヶ月となりました。 

３ヶ月といっても子ども達が学校へ通う日は、６年生が４９日、１～５年生は５３日 

しかありません。昔から『１月は行く月、２月は逃げ月、そして３月は去る月』と言 

われます。今年度の卒業式、そして修了式を迎えるのもあっという間でしょう。 

 ３ 学期の指導のキーワードは 

 

 

この３学期の３ヶ月は『今年度のまとめと仕上げの時』であり同時に『次年度への準備の時』でもあります。 

それぞれの学年で、それぞれの子どもが、「今の自分の良さ」を更に伸ばすと共に「自分の課題、改善すべき

ところ」を明確にして、しっかりと目標を持ち、『今現在の自分より一歩も二歩も前進した自分』『今の自分よ

り一歩も二歩も高まった自分』を目指します。 

そのために残り少ない日々を有効かつ有意義に過ごすことができるよう、この３学期も本校職員一丸となっ

て取り組んでいこうと思います。２０１７年、酉年の今年もご支援、ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

私が子どもの頃のお正月といえば、特に１～３日の間は、車の往来も少なく（国道沿いの家でした。）また、

お店もほとんどが閉まっており、とても静かだったように記憶しています。（４０数年前・・・ちょっと昔す

ぎますか？）地域全体が普段とは違った雰囲気で、それがまた「お正月」ということを強く感じさせました。 

現代はショッピングセンターや大型商店だけでなく、様々なお店が大晦日でも、そして元日、１月１日から

も開いています。（私の自宅から１ｋｍ以内の場所だけでも、開いている店はたくさん、何軒もあります。） 

また、２４時間開いているのもコンビニだけではなく、ディスカウントストア等、いろんな店が賑やかです。

それに伴い、はや元日から買い物やレジャーに向かう車や人も非常に多く、せわし

くて普段の日とほとんど変わらないような気になったりします。 

『１年３６５日、２４時間、買い物ができたり、遊びに行けたりして便利なのは

大変ありがたく活気があるのはいいけど、お正月くらいは世の中全体がもっと落ち

着いて、ゆったりと過ごせた方がいいのになぁ』と思うのは私だけでしょうか。 

消費者側としては便利でありがたいですが、そんなお店が増えたため、会社やお

店の社員やパートとして働くお父さんやお母さん方は、仕事でお正月でさえも家族

と一緒に過ごせないという現実も多々あるようです。それが仕事だからと言われれ

ば仕方がないことかもしれませんが、子ども達にとってはきっと寂しいことなのではないでしょうか。 

最近は、再び人々のライフスタイルが変わって来たとのことで、２４時間営業を見直したり、デパートでも

年中無休をやめ定休日を復活させたり、１月１日の営業を止めたりといった動きも出てきているそうです。 

せわしない現代の世の中、お正月くらいは家族が揃って共に過ごしながら、ゆっくりと自分の生活を振り返

ったり、今年の目標を考えてみたりする心の余裕を持てたらいいですね。 
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